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1. はじめに 
　近年では国際化により英語の必要性が高まってきて
いる．それに伴い，様々な英語学習アプリケーション
が普及している．その中でも英単語学習を重点に置い
たものが多い．しかし，基本的な英単語学習アプリ
ケーションは英単語の学習だけに留まり，実際の英文
に触れる機会が少ない．そこで，英単語の学習だけで
はなく，英単語の様々な用例に触れることで英語の理
解がさらに深まるのではないかと考えた． 

2. 目的 
　本研究では，日英対訳コーパスから収集した英文及
び対訳を用いて，穴埋め選択問題や並び替え問題を作
成する英語学習アプリケーションを開発し，英語学習
を支援することを目的とする． 

3. 提案手法 
　日英対訳コーパスから英文及び対訳を収集し，デー
タベースに格納する．そして用意した単語リストの単
語が含まれる英文を参照し，その英文を用いて穴埋め
問題や選択問題等の英語問題の作成を行う．本研究で
はwebアプリケーションを開発しブラウザ上でアプリ
ケーションの動作を行う． 

4. 作成する問題 
　本研究では取り出した英文を使い，穴埋め選択問題
と並び替え問題を作成する． 

4.1.  穴埋め選択問題 
　英文の空欄位置は，英文を参照する際に用いた英単
語の位置とする．問題の選択肢は単語リストから無造
作に選ぶ． 

4.2.  並び替え問題 
　参照した英文を単語別に分解し，単語をシャッフル
する．単語の分割には，pythonの自然言語処理用ラ
イブラリのNLTK(Natural Language Toolkit)を用い
る． 

5. システム構成 
　フローチャート図を以下に示す． 

図1. フローチャート 

6. 実行画面 

図2. アプリケーション実行例 

7. おわりに 
　本研究では，日英対訳コーパスを用いて英語の問題
を作成するアプリケーションを開発した．今後はコー
パスからさらに文章を収集，または必要に応じて整形
を行い，作成される問題の質の向上を目指す． 
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